
ほたてがい増養殖IT推進事業

(地まき増殖ホタテガイ実態調査一 n)
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本調査は、下北半島東通村北通地区における地まきホタテガイの適正増殖を図るため、生産および漁場

管理の指針を作成し、指導することを目的に、例年実施しているものである。

調査方法

(1 )期間:平成17年9月27日

(2) 対 象:東通村管内で地まき増殖を実施している 2漁協(石持、野牛)

(3) 対象貝:平成15および16年産貝

(4) 方 法:2漁協から放流年月日、枚数、漁場面積を聞き取り、各漁協の平成15年産員および平成16年

産員放流漁場内でホタテガイ桁網を曳網し、入網したホタテガイの生貝および死員を計数し

た。大型底生生物については種毎に個体数と重量を計数・測定し、キヒトデとニホンヒトデ

については各個体の腕長も併せて測定した。なお、ホタテガイ生貝30個体については調査時

殻長、放流時殻長、全重量、軟体部重量を測定し、異常貝の有無について観察した。

結果と考察

両漁協の平成15、16年産員の放流実績は表 1のとおり、

すべて翌春に放流しており、枚数は、石持でそれぞれ3，080、

1，943千枚、野牛でそれぞれ4，148、5，287千枚であった。

平成15、16年産貝の調査結果については表2、3に示し

表 1 各漁協の平成旬、 16年産貝放流実績

対象漁協産卵年 時期 面積(m)枚数(干枚)

石持
Ht5 H16.4.8，9 982，800 3.080 
Ht6 H17. 4.12 400，000 1，943 

野牛
Ht5 H16.3.17-19 850，000 4，148 
Ht6 H17.4.1，2 870，000 5，287 

表 2- 1 平成17年度地まきホタテガイ(平成16年産貝)実態踊査結果

漁協 地点 調査月日 入網水深曳網面積放涜密度採捕生員標捕死員獲存員 生貝採繍密度生残率異常貝異常貝率正常員生残率残存貝採捕密度

(m) (ni) (枚/ni) (盤) (盤~ (枚) (盤L!!i2 00 (整) (%) 00 l盤/肘)
石持 ① H17.9.27 20.4 254 4.9 492 36 。 1.94 39.9 。0.0 39.9 。
② H17.9.27 21.9 253 4.9 24 6 。 0.09 2.0 4 16.7 1.6 。
主塑 253 4.9 258 21 。 1.02 20.9 2 8.3 19.2 。

野牛 ① H17.9.27 18.1 278 6.1 47 14 。 0.17 2.8 2 6.7 2.6 。
② H17.9.27 14.3 230 6.1 426 14 。 1.85 30.5 2 6.7 28.5 。
平均 420 6.1 237 14 。 1.01 16.6 2 6.7 15.5 。

金王虫 5.5 247 18 。 1.01 18.8 2 7.5 18.1 。
※生残率=生員保捕密度/放流密度

た。昨年度まで、生残率は、生貝数
表2-2 平成17年度地まきホタテガイ(平成16年産貝)実態調査結果

/死貝を含む採捕ホタテガイ全数× 海協 地点 放流時般長 調査時般長 全重量 軟体部貫量 軟体部割合 鹿賀

100で算出してきたが、死貝は時化 ~ y!!.!!! w i国 lli2 
石持 ① 62.6 82.8 50.9 15.7 30.8 小砂利

により放流漁場から流出するため、 ② 64.1 87.1 61. 9 20. 1 32.4 小砂利
歪~ 63.3 84.9 56.4 17.9 31. 6 

実情とは異なる数値と考えられたこ 野牛 ① 64.1 94.1 81. 2 27.5 33.9 小砂利
② 65.4 97. 7 87.8 30.5 34. 7 小砂利

とから、本年は採捕密度/放流密度 主主担 64. 7 95.9 84.5 29.0 34.3 
会平自 64.0 90.4 70.5 23.5 33.0 

で求めた。 ※軟体郡割合一軟体部重量/金重量Xl00
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漁協 地点

表3ー 1 平成17年度地まきホタテガイ(平成15年産貝)実態調査結果

①

②

盟
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刊

待

牛
石

野

鯛査月日 入鋼水漂曳網面積放涜密度擦補生貝擦繍死貝残存貝

(m) (耐(枚/財) (釦(枚) (枚)

H17.9.27 15.6 319 3.1 47 0 0 
H17.9.27 17.4 287 3.1 5 0 0 

303 3.1 26 0 0 
H17.9.27 16.8 329 4.9 213 22 0 
H17.9.27 13.6 240 4.9 116 25 0 

285 4.9 165 24 0 
4.0 95 12 0 主主畠

生貝擦繍密度生残率異常貝異常貝率正常員生残率残存貝篠捕密度

置が)
0.15 
0.02 
0.08 
0.65 
0.48 
0.58 
0.32 

団」血
4.7 0 
0.6 0 
2.6 0 
13.3 0 
9.9 4 
11.6 2 
7.1 

{96) (96) (~ま/rrl)

0.0 4.7 0 
0.0 0.6 0 
0.0 2.6 0 
0.0 13.3 0 
16.0 8.3 0 
8.0 10.7 0 
4.0 6.7 0 

※生残率=生貝探捕密度/放流密度

表3-2 平成17年度地まきホタテガイ(平成15年産貝)実態調査結果
採捕生員に占める正常員生残

率の平均値は、平成16年産貝で

は石持で19.2%、野牛で15.5%、

平成15年産貝では石持で2.6%、

野牛で10.7%で、あった。平成15、

16年産員放流区に生息する大型

底生生物は表4に示したとお

りで、ホタテガイの外敵となるキヒ

トデとニホンヒトデは、野牛の平成

16年産貝放流区にニホンヒトデが平

均0.2個体/100m2のみ出現し、その

腕長は48mmだったことから、これら

は生残率に影響を及ぼしていないと

考えられた。しかし、外海ではミズ

ダコ、マダコがホタテガイの外敵と

なっている 1)。漁協からの聞き取り

では、最近ではタコ漁の漁具、漁獲

努力量の変化はないとのことであっ

たので、タコの漁獲量を資源量と考

え、野牛のタコ類(ミズダコ、マダ

コ)の漁獲量と地まき調査による 2

年貝の採捕密度(生息密度)の関係を

調べた。その結果、図 1に示したと

おり、有意な負の相関関係 (p< 
0.05)が認められた。石持、野牛漁

協では11月からタコ漁が始まるが、

ホタテガイが食害にあわないように

積極的にタコを漁獲する必要がある。

次に採捕生貝の成長についてであ

るが、平成16年産員の殻長、全重量、

軟体部重量の平均値は、石持でそれ

綿地点師時編1 肩幅憂
{mm) (mm) 

石持 ① 60.9 108.9 
② 67.6 111. 6 
平崎 64.2 110.3 

野牛 ① 67.6 121.0 
② 66.0 119.3 
平鈎 66.8 120.1 

金平均 65.5 115.2 

全重量 軟体郵重量 軟体部割吾 11 
{0:) (必(%)

111.8 38.8 34.7 小砂利
127.2 45.5 35.7 小砂利
119. 5 42. 1 35. 2 
155.1 59.7 38.5 小砂利
163.6 60.7 37.1 小砂利
159.4 60.2 37.8 
139.4 51.1 36.5 
業軟体部割合=肢体部重量/全重量x100 

表4-1 平成16年産貝放流区の大型底生生物採捕状況 (100nt当りの個体教に換算)

百--- 場所
種名 、---① 
ニホンヒトデ

モミジガイ 0.4 

アカヒトデ 0.4 

エゾヒトデ
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表4-2 平成15年産貝放流区の大型底生生物採捕扶況 (1ωd当りの個体教に換算)
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ぞれ84.9皿、 56.4g、17.9g、野牛で95.9mm、84.5g、29.0g、平成15年産貝は、石持で、それぞれ110.3皿、

119.5 g、42.1g、野牛で、120.1mm、159.4g、60.2gと、野牛が石持より高い値を示した。

両漁協では年による好不漁があり、毎年安定的な漁獲が望まれているため、好不漁に影響を及ぼしてい



る要因について検討した。

石持漁協の平成8~16年産員までの地まき実態調査結果

を表5に示した。また、石持漁協は放流用種苗をむつ市漁

協から購入しているため、春季養殖実態調査におけるむつ

市漁協での丸篭、パ}ルネット養殖半成貝の異常貝率、生

残率、正常生員率を表6に示した。まず、放流種苗の質を

比較するため、春季養殖実態調査での放流種苗の正常生貝

率と地まき調査での1年貝の正常貝生残率の関係を調べた

ところ、図2に示したとおり、有意な正の相関関係 (P<

0.05)が認められた。また、 l年貝の正常貝生残率と 2年
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タコ績の漁獲量(トン)

園1 タコ類の漁聾量と2年貝の採捕密度の関係

貝の採捕密度(生息密度)との聞には有意ではないが弱い正の相関関係が見られた(図3)。さらに、資

源量を放流枚数×正常貝生残率×全重量で算出し、 2年員の採捕密度と資源量の関係を調べた結果、図4

に示したとおり、有意な正の相関関係 (P<0.01)が認められた。そこで、 2年員の資源量と 3年貝の漁

獲量の関係を調べたところ、図 5に示したとおり有意な正の相関関係 (P<0.05)が認められたため、 2

年員の資源量から次年度の漁獲量を予測することができる。併せて、種苗を販売する漁協の春季養殖実態

調査の半成員の状況が、 3年後の漁獲量を把握する目安として使用できることと、漁獲量を増加させるた

めには質の良い種苗を放流することが重要であることが分かつた。

衰 5 平成8""'16年産貝までの地まき実態調査結果(石持)

調査対象 放流密度 生残率 異常貝率正常民生残率採捕密度放涜時殻長 殻長 全重量軟体節重量軟体部割合

(枚Inf) (%) (%) (%) (枚1m) (mm) (mm) (g) (g) (%) 

1年貝 8年産貝 5.9 

9年度員 8.9 21.8 1.7 21.4 1.9 31.3 80.1 45.1 13.5 30.1 

10年産員 5.5 33.3 5.0 31.6 1.8 53.6 81.7 54.4 18.4 33.8 

11年産貝 6.0 27.9 1.7 27.4 1.7 59.3 89.5 69.1 25.7 37.3 
12年度貝 4.1 18.4 0.0 18.4 0.7 61..9 99.1 93.5 34.9 37.5 
13年産貝 6.2 8.1 0.0 8.1 0.5 62.7 89.5 76.0 24.4 32.8 
14年産貝 5.5 18.8 16.7 15.6 1.0 61.9 83.2 63.1 22.1 35.1 
15年産貝 3.1 4.9 8.7 4.5 0.2 64.5 86.5 61.4 20.5 33.3 
16年産畏 4.9 20.9 8.3 19.2 1.0 63.3 84.9 56.4 17.9 31.6 

2年貝 B年産貝 3.1 0.0 3.1 0.2 45.6 102.1 89.7 32.4 36.2 

9年産貝 15.1 5.0 14.3 1.3 56.7 104.9 108.2 37.9 34.7 
10年産員 13.6 15.0 11.6 0.8 55.0 111.6 131.8 50.3 38.1 

11年産員 9.1 0.0 9.1 0.5 60.2 110.1 127.0 47.5 37.0 
12年産貝 9.1 10.0 8.2 0.4 61.9 109.6 165.8 62.9 37.6 
13年産貝 2.3 10.0 2.1 0.1 108.3 119.0 46.7 39.3 
14年産員 5.4 6.7 5.1 0.3 62.5 108.3 112.8 39.0 34.5 

15主車旦 2.6 0.0 2.6 0.1 64.2 110.3 119.5 42.1 35.2 

表6 春季養殖実態調査 (5月)におけ
るむつ市漁協での異常貝率、生残

40 
率、正常生貝率(%)

y = 1.1361x -87.997 
調査対象 異常貝率 生残率 正常生貝率 r = 0.777 • 
8年産貝 7.0 98.5 91.6 ー
9年産員 0.1 99.2 99.1 20 

10年産貝 0.8 99.8 99.0 同

11年産員 0.0 99.4 99.4 
却8す10 

12年産員 0.0 99.1 99.1 
ー13年産貝 9.2 93.4 84.8 

。
14年産員 7.5 94.5 87.4 80 85 90 95 100 

15年産貝 4.6 93.6 89.3 
春季実態調査の正常生員率(%)

16年産貝 8.7 98.8 90.2 図2 放流用種苗の正常生貝率と 1年貝
の正常貝生残率の関係
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y = 62.542x + 7.0317 
r = 0.928 
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• 
野牛漁協の平成8~16年産貝までの地まき実態調査結

果を表7に示した。同漁協は放流用種苗を平成14年産貝

までは横浜町漁協から、 15年産員以降は川内町、脇野沢

村漁協から購入している。横浜町漁協では産卵翌年の春

季養殖実態調査時の半成貝は耳吊りのみであり、地まき

放流時までの養殖方法と異なっている。このため、産卵

年の秋季養殖実態調査の地まき用分散済み稚貝の異常貝

率、生残率、正常生貝率を表8に示した。

秋季養殖実態調査での放流用種苗の正常生員率と地まき調査でのl年貝の正常貝生残率との問、および

l年貝の正常貝生残率と 2年員の採捕密度との聞には有意ではないが弱い正の相関関係が見られ(図6，

7 )、 2年員の採捕密度と資源量との聞には有意な正の相関関係 (p<0.05)が認められた(図8)。そこ

で、 2年貝の資源量と 3年貝の漁獲量の関係を調べたところ、有意ではないが弱い正の相闘が見られ(図

9 )、 2年貝の資源量から次年度の好不漁の傾向が把握できるようになるとともに、石持漁協と同じく、

漁獲量を増加させるためには質の良い種苗を放流することが重要であることが分かつた。また、種苗購入

先の秋季養殖実態調査での稚員の状況が、 3年後の漁獲量を把握する目安とはなるが、野牛での種苗放流

• y = 2.2133x -14.783 
r = 0.857 
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表7 平成8"'16年産貝までの地まき実態調査結果(野牛)
調査対象 放流密度 生残率 異常貝率正常畏生残率 探捕密度放涜時蔵長

(枚/rrl) (%) (%) (%) (~rrl) (mm) 

7.3 

7.7 

5.5 
7.0 
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6.5 

5.5 
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軟体部割合

(%) 

軟体部重量

(g) 
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表8 秋季養殖実態調査 (10月)における地まき用分散済
稚貝の異常貝率、生残率、正常生貝率(%)

調査対象 異嘗員率 生残率 正嘗生息率 備考

8年産貝 2.5 97.8 95.4 横浜

9年産貝 0.0 98.8 98.8 横浜

10年産貝 0.0 95.4 95.4 横浜

11年産員 0.5 99.6 99.1 横浜

12年産貝 0.0 91.6 91.6 機浜

13年産貝 0.0 96.0 96.0 横浜

14年産員 0.0 91.5 91.5 横浜

15年産貝 2.1 91.7 89.8 川肉、脇野沢

16年産員 0.3 98.4 98.1 川肉、脇野沢
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1年員の正常良生残率円6)

図7 1年貝の正常貝生残率と 2年貝の
採捕密度の関係

は例年 3 月中旬~4 月上旬に実施されているため、秋季養

殖実態調査以降の陸奥湾の環境によって種苗の質が低下す

る可能性も考慮しなくてはならない。最近では、平成15年

3 月 7~8 日に最大風速20m/秒を超す「ヤマセJ が吹き、

物理的原因による大量へい死が起こっている 2)。幸い、平

成15年産貝以降の種苗購入先である川内町、脇野沢村漁協

では春季養殖実態調査時に丸篭、パールネットによる養殖

半成員を保有しているため、春季の半成貝の状況も踏まえ

ておく必要がある。
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